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A Study of English Diction in Handel's Messi，αh : From English Linguistic 
and Musicological Points of View 
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In this paper a method of identification of English diction is proposed from an interdisciplinary 
point of view, dealing with Handel's Messiah as an example. Diction is defined as a method of 
pronouncing the words of vocal works. In the case of Messiah there are many corrections and 
comments left since it was composed. which offer a wealth of valuable information about the 
state of the English language at that time. Taking this information into account. the diction 
intended by Handel to be performed is identified, using not only the results of English historical 
linguistics but also the movements in his works. that is. melodic contour. rhythm, and stress 
pattern. and his placing of syllables. This is a unique study with respect to its approach from 
the standpoint of both English linguistics and musicology. 
キーワード：へンデル、 メサイア、 歌詞、 ディクション、 発音
Handel. Messiah. w ords of vocal w orks. diction. pronunciation 
1 . 序
英語学の研究によると、 中世から近代にかけては、 他の言語にも増して大きな発音の変化が進行
中であったことがわかっている。 ところが、 ルネサンス期に印刷技術が発達し綴り字が固定された
ため、 それまで発音に従い変化してきた綴りが、 その後の発音変化により発音と合わなくなり、 当
時の発音を特定することは困難になっている。 特に最近の研究では、 発音変化の大きな流れの中
で、 単語によって変化のタイミングが異なり、 その過程で複数の発音が同時に存在していたとされ
ている。 したがって、 声楽作品の歌調についても、 テクストのみでは当時の発音を同定することは
不可能だと思われる。
音楽の演奏の方に目を移してみると、 このような事情は、 演奏家にはほとんど伝えられておら
ず、 イギリスの声楽作品については、 ディクションlにはあまり関心が払われていないようであ
る。 数少ない先行研究2では、 ルネサンス期までの作品のテクストについては発音の推定を試みて
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いる例があるが、 その後17世紀後半～ 18世紀の作品については、 ほとんど扱われていない。
本論文は、 以上のことを踏まえて、 特にへンデルの〈メサイア＞ (1741年） を例に挙げ、 複合的
な観点からディクションを研究し発音を推定することを提案するものである。〈メサイア〉につい
ては、 発表当時から現代まで、 その歌詞付けに関して筆写者3や出版業者4や批評家などの修正5やコ
メントなどが残されていて、 当時の英語の状況を考察する手掛かりとなる。 それらも参考にしなが
ら、 歌詞テクストについて、 英語史の研究成果に基づき発音の考察をし、 複数の発音の可能性があ
るとされる箇所については、 旋律の音型・リズム・抑揚や音節の音価の割り振り方を基に分析を行
い、 発音候補の絞り込みを行う。
2. 《メサイア〉のディクションに関連する先行研究
〈メサイア〉におけるへンデルの歌詞付けについて、 不自然な現象がみられることは一般に知ら
れている （三津2 0 0 7: 192 ・193） 。 しかし、 〈メサイア〉に関する評論は数多くあるが、 ディクショ
ンと英語学を関連させて論じたものはない。 ここでは、 歌調付けの項目を立てて論じている現代の
研究を2 点取り上げる。
2 - 1 1969年のトピンTohn Tobin (1969） の研究
John Tobin (1891-1980 ） は、 自筆譜とそのほかの写本、 出版譜などを比較し、 へンデルの想定
していた音楽が、 その後人々の演奏の都合などでさまざまな誤った解釈がされてきたことなどにつ
いて考察している （1969: 135-148） 。
まず、 イギリスに移住する前に住んでいたイタリアの言葉からの影響として、 イタリア語の連声
(elision） の技法を用いて、 音楽の流れが言葉によって切れてしまうことを避けていると述べてい
る。 合唱（And the glory, the glory of the Lord主の栄光がこうして現れるのを〉 の場合を例にあ
げると、 譜例1 のように、 Glory andの－ryとand、 glory ofの・ryとofがそれぞれl音に割り振られ、
繋げて発音されている。
次に、 母語のドイツ語の影響として、 w e回，these, thoseが、 1 音節として扱われている場合と
2 音節として扱われている場合があること、 すなわち、 語尾のeを発音するように書かれているこ
とを述べている。
また、 音節配分によるリズム形成として、 へンデルの歌詞付けについて、 彼の音節配分は、 歌詞
の意味を正確に表現するリズムを形成しているので、 結果として間違ったアクセントとなってしま
う場合がしばしばあると述べ、 歌調付けを変える場合もそのリズムを壊さないようにしなければな
らない、 と述べている。 ここで、 トビンはアクセントが正しくなるように歌調を変更することは認
めている。 例えば、 譜例2 のアリア（The trumpet shall sound and the dead shall be rais’dラッ
パが鳴ると、 死者は復活して朽ちない者とされ〉 の中のrais’d incorruptibleという語句の箇所で、
へンデルは8 分音符を4 個－2 個－3 個のまとまりに分けてスラーをかけている。 ところが、 corとti
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に強勢があって、 英語としては不自然に聞こえるので、 英語として許容されるように強勢を変える
時にも、 4 - 2 -3 のまとまりは壊さないようにするべきだとしている。 ベーレンライター原典版
によるトビンの修正譜では譜例12 のようにそれが実現されている。
これらのトビンの記述についての問題点を挙げる。 まず、 イタリア語やドイツ語の影響で、間違っ
たと解釈しているが、 へンデルは積極的 にイタリア語やドイツ語の持徴を英語に取り入れて英語表
現の可能性を追求したと考えられる。 また、 アクセントが正しくなるように歌調を変更することは
へンデルの意図からそれる恐れがある。 フランス語に近い発音例が見られるが、 フランス語の影響
については記述されていない。 さらに、 w ereなどが2 音節として扱われている問題や、 歌詞付け
の音節リズムの問題については、 英語の発達の過程で現代とは違う発音が存在し、 そちらが採用さ
れていたことに起因すると思われる。
2 - 2 1997年のパロウスDーonald T. Burrow s (1997） の研究
次に、 現在のへンデル研究の第一人者、 パロウズ (1945－） の研究について解説する。 パロウズ
は、 〈メサイア〉について、 彼のおかれた環境などに着目し、 へンテ予ルの行ったことは正しいと仮
定して論を進めている。〈メサイア〉を作曲するまでに30 年も住んでいた、 母国となった国の言
葉、 英語は、 毎日のコミュニケーションで使っていた言葉でもあり、 そのアクセントや強勢パター
ンに鈍感であるはずがない、 という立場をとり、 ヘンデルの独特の歌詞付けから、 積極的 に英語を
こう扱ってほしいという意志を読み取ることが必要だと述べている。
まず、 音節数の問題について、 次のように述べている。 我々が通常発音すると思っているeの音
を発音しないことがあること。 例えば、 譜例3 のアリア（Rejoice greatly, 0 daughter of Sion娘シ
オンよ、 大いに踊れ〉 ではcometh6を1 音節として扱っている箇所がある。 また、 現代では発音し
なL 、e（こ音を割り当てているところもあると述べている。 Surely を3 音節、 w ereを2 音節として
扱っている （1743年版では1 音節になっている） ことなどである （譜例4 ） 。 出版業者ウォルシュ
Walsh の最初の版7ではw ereを1 音節に修正しているが、 この点について、 へンデルの演奏に関し
て直接の後継者は誰も何も修正していないのは、 w ereの第2 音節に強勢をおかずにへンデルのリ
ズム運用を表現することが可能だからであろうとしている。
彼は強勢パターンの問題にも言及している。 トビンも取り上げていたことだが、 譜例2 のアリア
(The trumpet shall sound and the dead shall be raお’dラッパが鴫ると、 死者は復活して朽ちない
者とされ〉 の中のincorruptibleという語の強勢が第2 と第4 音節にある。 ウォルシュはその修正案
を示しているが、 これもまた楽譜通りに演奏したヘンデルの演奏に関して修正はないということで
ある。 この語について、 台本作家のジェネンズJennens8も何も注文を付けていないので、 現代では
変に聞こえるけれども、 当時は変ではなかったはずだとしている。
また、 譜例5 のアリア（I know that my Redeemer liveth私は知っている、 あなたを購う方は生
きておられ〉 の中のfirst fruitsという語句に関しては、 ヘンデルの扱い方が次第に変化している。
最初は強強、 次は弱強、 その後強弱と、 演奏ごとに強調したい箇所が異なってきたようだとしてい
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る。
これらのパロウズの研究は、 ヘンデルのスコアに寄り沿って考察するという点で、 理に適ってい
る。 当時のincorruptibleの発音については、 当時のイギリスでは宮廷でフランス語が使われ、 フラ
ンス風の発音が認容されていた証拠となる。 このincorruptibleを始め、 w ereなど当時違和感を持
たれていた語について、 へンデルの発音も存在していたであろうことはパロウズも認めている。 こ
の点については、 英語学の研究から裏付けが取れる。
また、 直rst fruitsの例のように、 ヘンデルが歌詞の抑揚などを変えて演奏し試行錯誤しながらよ
り効果的 な表現を追求していたことは、 他の表現についても考慮する必要があると思われる。
3. 英語学における、 この時代の英語の扱いと研究の状況について
18、 19世紀の英語はあまり研究が進まず、 最近までイギリスの歴史言語学のシンデレラと呼ば
れていた。 つまり、 17世紀までは発音の大きな変化などもあり多くの研究がなされて華やかに賑
わっていたのが、 12 時ならぬ170 0 年を境に急に消えてしまうという意味である。 それが、 ようや
く、 2 1世紀に入るころからBeal (1999） やJones (2 0 0 6） により、 まとまった研究がなされるよう
になってきた。 彼らは当時の乱れた発音を記述し「正しp」発音を示していた正音学者と呼ばれた
人たちの記述について検証し、 それらが現代の研究材料として有効であることを述べ、 論を進めて
いる。
この時代は、 近代英語の時期で、 語形は現代と同じ語形が使われるようになるが、 まだ発音は変
化のさなかにある。 初期近代英語の大母音推移Great Vow el Shift9と呼ばれる長母音の発音変化は
ほぼ終わっているが、 その変化の様々な段階の発音がまだ同時に存在していたと考えられている。
特に、 伝統的 、 保守的 な話し方として変化前の発音が使われていた （Barber 1997） 。
また、 この時期は、 ちょうど権力が王から議会へ移り、 王侯貴族の言葉を踏襲しない中産階級の
人々が台頭しつつある時期で、 様々な言葉が存在する言語的 な混乱状態にあったとAlgeo (2 0 0 4  : 
174） は述べている。 そもそも、 ドイツ・ハノーファの選帝侯から王位継承法に基づいて即位した
ジョージ1世George I (r. 1714・2 7) 10は英国を好まず、 ラテン語、 フランス語、 イタリア語は話し
たが英語を一向に解さず、 話さなかったので、 英語は宮廷を追われフランス語がこれに代わったと
中島 （2 0 0 5: 35・36） は述べている。
ここで標準英語について説明しておく。 16世紀に宮廷を中心とした話し言葉が上流階級や文化
人や学校などで用いられるようになり、 話し言葉標準語Spoken Standard Englishとして確立し、
その後、 書き言葉についても標準語Standard Englishが確立されたが、 18世紀に、 ヨー夕、 リパ
プールなどの都市、 ロンドンおよびその周辺の教育ある中産階級の人々が権力を持つようになり、
その言語がいわゆる容認標準語Received Standard、 その発音が容認 発音Received Pronunciation 
として定着した。
このような発音の変化をまとめたものの一部が表1であるI\
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( 1 ）終盤を迎えた大母音推移
(1-1） 長音のME[i:]Iま［ai］から多くの場合17世紀の聞に［ai］になったが、 まだいろいろな発音が存
在している。 （Algeo2 0 0 4: 161) 
(1・2 ) ME［α］は、 当時は［u：］、 ［u］、 仏］となっていたが、 現在とは異なる発音であったものも多かっ
たようである （Algeo2 0 0 4: 161） 。 概ね19世紀から現代の発音が確立した （中島2 0 0 5: 12 4） 。
(1-3) ME[a：］は、 標準英語ではおそらく18世紀の初期には［ei］となっていたと思われるが、 ［a:]
のままの発音も残っている （Algeo2 0 0 4: 162 ） 。 二重母音［ei］が確立したのは18世紀末 （中島2 0 0 5:
12 1） 。 17世紀後半から18世紀初頭にかけてME[a：］とME[e：］がともに標準英語で［e：］と発音されてい
たことがよく見られる （Barber 1997: 10 7） 。
( 2 ） その他の変化
(2 ・1） 語尾のrは今は［a］と発音されるが、 それはrの前にわたりの音が発達していr］となり、 この
［叶が標準英語では落ちて［a］となっているのである。 自ow er、 旬w er、 自reなどが［fl.au-a(r］、 ［tau-a(r］、
[fai-a (r］と発達した （中島2 0 0 5: 12 9） 。 初期近代英語の時期には宣肥やおw erの語は1 音節の発音と
2 音節の発音の両方が存在していたということである （Barber 1997: 12 0 ） 。
(2 -2 ） 強勢のある位置での強形と、 強勢のない位置での弱形が異なった発達をしている場合、 強
勢のない位置では長母音が短母音になったり、 子音が消失したりする。 w ereの場合、 強形の［w e:r]
が普通であった。 現代でも聞かれることがある［w ea］は、 この強形から来たものである。 現代英語
で通常聞かれる発音は弱形の［w er］が変化した［w ar］から変化してきたものである。 初期近代英語期
にはw ereとbearモが押韻している例があり、 この場合は［w ea］と発音していたことになる （Barber
1997: 12 9） 。
(2 ・3） 強勢について
初期近代英語では、 －able、 ゐleがつく語は、 最初の音節に第1 強勢が、 末尾から2 番目の音節に第
2 強勢があったという （Algeo2 0 0 4: 168） 。
(3 ） 階級の流動に由来する発音変化
標準英語を話す階級の流動につれて、 次のように発音が変わっていった。 （中島2 0 0 5: 119) 
ME[e：］は［e：］→［i：］。
ME[oi］、 ［ui]Iま［ai］、 ［ai］→［oi］。
[a：］→［a：］。
4.《メサイア〉のディクションの分析例
以上の考察を踏まえて、 さらに音楽構造や歌詞と音楽の関係を考慮することにより、 実際にディ
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クションの分析を行った。 分析の例を以下に示す。
4 -1 分析例1 「fire Iのディクション
まず、 譜例6 のアリア（But Who may Abide the Day of His Comingだが、 彼の来る日に誰が身
を支えうるか〉 の歌詞中の「宣reJのディクションについて分析する。 この曲では，fireという語は、
3 音に割り当てられている場合が5 例、 1音に割り当てられている場合が3 例、 メリスマ的 に伸ば
す場合が1例ある。
fireという語の発音については16世紀から19世紀初めまでに、 ［fair］から［faia］へと変化したことが
分かつている （中尾1979、 他） 。 Dobson (1968） によると、 ［air］から［aia］への変化は、 イギリスの
北部の下層階級から始まったということである。 変化後の［faia］の発音では3 音の場合は歌えても
1音で歌うのは困難である。 したがってfireについて、 へンデルは［fair］という発音を想定して作曲
していたと考えられる。
このfireについては、 ルネサンス期のマドリガル作曲家では扱いが分かれている。 イギリス東部
Norw ich出身のトマス・ モーリー Thomas Morley (1557・160 2 ） のマドリガル（Fyre, fyre) （譜例
7 ） ではfyre （＝宜re） という1 語にこの曲全体を通して2 音割り当てられているので、 モーリーは
この語を［faia］と発音していたと考えられる。 また、 イギリス南部Sussex出身のトマス・ ウイール
クスThomas Weelkes (1576-162 3） のマドリガル（Come, Shirrah Jack, Ho!) （譜例8 ） では貧re
に1音が割り当てられているので、 ウィールクスは［fair]12と発音していたと考えられる。
ヘンデルは、 モーリーより10 0 年程時代は下るが、 次期国王からイギリスに派遣されたことを考
えると、 下層階級から広がってきた発音の変化はまだ受けていない、 宮廷の伝統的 な英語を学んだ
と考えられ、 fireを［fair］と発音していたと考えることは妥当であると考える。
譜例9 のアコンパニャート（Thus saith the Lord, the Lord of Hosts万軍の主はこう言われる〉
のdesireという歌詞もメリスマで伸ばす音に割り当てられているので、 同様に［dezair］と推察でき
る。
4 -2 分析例2 「incorruotibleIの強勢
次に、 2 章で取り上げたパロウズBurrow s (1997） によるincorruptible （譜例2 ） に関する記述
に関しては次のように説明できる。 3 章では英語の変化に関して以下の2 点について検討した。
①国王が英語を話さないため、 英語は宮廷を追われフランス語がこれに代わった （中島2 0 0 5:
35-36） 。
②初期近代英語では、 －able、 －ibleがつく語は、 最初の音節に第1強勢が、 末尾から2 番目の音節
に第2 強勢があった （Algeo2 0 0 4: 168） 。
以上のことから、 ヘンデルの発音は第1 強勢については揺れがあるものの、 incorruptibleの、 末
尾から2 番目の音節、 すなわち－ibleのiiこアクセントが来るものだったと推定される。 そして、 そ
のフランス語風の発音は、 おそらく宮廷英語の発音、 洗練された発音として、 イギリス英語の1 つ
-2 2 6 -
へンデル〈メサイア〉のディクション研究一英語学と音楽学からのアプローチー
の発音パターンと容認されていたと考えられる。
4 -3 分析例3 音画法の採用
譜 例10 の ア リ ア（Ev'ry valley shall be exsaltedす べ て の谷 は 身 を 起 こ し 〉 のand ev’ry 
mountain and hill made lowで、 mountainのOUの発音は［u：］、 ［au］、 ［au］の3 通りが考えられる。 こ
の山という意味の単語の音型が山型であることから、 音画法を採用していると考え、 緊張が持続
する［u：］ではなく、 緊張が最高点から緩む［au］か［au］であると推定する。 また、 the crooked straight, 
and the rough places plainの、 crookedの00、 roughのOUは、 いずれも［Aj、 ［u］、 ［u：］の3 通りが考え
られ、 現在とは違った発音であった可能性もある。 ここで、 曲がったという意のcrookedは、 2 ～
3 音にスラーをかけた部分に割り当てられているので、 crookedの00 は［u：］という発音だと推定す
る。 でこぼこした、 という意のroughのOUは、 1 音に割り当てられている場合が多く、 ごつごつし
た語感になる［Ajと推定する。 真っ直ぐの意のstraightのaiと平らなの意のplainのaiは［ei］ではなく、
平坦な響きの［e：］と推定する。
4 - 4 分析例4 「were I 
譜例4 のアコンパニャート（And lo, the angel of the Lord came upon themすると、 主の天使
が近づき〉 の中のwereの発音については議論の多いところであるが、Barber (1979） などにより、
当時多かった強形の［we:r］が変化した［wea］であったと考えられる。 同時にヘンデルは、 弱形の［wer]
が変化した［war］も想定していて、 1 音に割り当てられている1743年の演奏時には［war］の方を採用
したのだと考えられる。
4 - 5 分析例5
分析例1 ～4 より、 へンデルの発音は、 当時の発音の中では概ね古い伝統的・保守的 な発音を採
用していると考えられることから、 他に判定の手掛かりのない語については、 伝統的 な発音を選ん
で、 ディクションを推定する。 例えば、 譜例11のアリア（Rejoice greatly, 0 daughter of Sion娘シ
オンよ、 大いに踊れ〉 で、 rejoiceのoiは［;ii］、 speak、 peace、 heathenはそれぞ？れ［spe:k］、 ［pe:s］、 ［he:i'len]
と推定される。 また、 4 - 3 で分析したmountainのOUの発音は、 ［au］ではなく［au］であると推定さ
れる。
5. 結語
へンデルは、 次期国王からロンドンに派遣されたことを考慮するならば、 伝統的 な正統派の洗練
された英語を学んだと考えられる。 彼の発音やアクセントは、 次第に主流になる中産階級の言葉と
は異なっていたかもしれないが、 ロンドンで活動していた彼は、 自分と異なる発音も承知していた
はずで、ある。 そのうえで、 ヘンデルは音楽表現のために、 当時理解しうる範囲で言葉の可能性を追
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求しながら歌詞付けを行ったと考えられる。 このようなことも考慮、に入れ、 最近になって漸く進ん
できた英語の発達の研究成果に加えて、 音楽構造、 歌詞と音楽との関係なども考慮することによ
り、 作曲当時のディクションの推定がかなりの程度できることが実証された。
本研究により、 18世紀のイギリス声 楽作品のディクションについては、 社会構造や音楽に関係
する人々の階級が大きく影響していること、 そして同時に異なる発音が存在する中、 作曲家も受け
入れる側も試行錯誤しながら音楽表現の可能性を追求していたこと、 などが明らかになった。
今後は、 へンデルの他の作品についてもディクションの分析を行い、 時間の変化や社会構造の変
化がディクションにどのような影響を与えているかなどを考察したい。 また、 へンデルが手本とし
たパーセルHenry Purcell (1659-1695） の作品にも取り組み、 イギリス音楽の歌調付けの流れの中
に、 へンデルを位置づけることを試みたい。 それにより、 英語の発音変化の影響がある中世から
18世紀までの声楽作品について、 ディクションの全体像が明らかになることが期待される。
1 一般にディクションという用語は、 発音法に発声法、 表現法まで含めた広義で用いられる場合（LaBouff 2008: 3）と、 狭義
で発音法のみを扱う場合（Adams 2008:xi) とがあるが、 本論文では狭義の歌日目における歌詞の発音法のことと定義して用い
る。
2 AlisonWray. 1995. “English Pronunciation. c.1500- c.1625.” In English Choral Practice 1400- 1650, 90- 108. Edited by 
John Morehen. Cambridge: Cambridge University Press.と、 David N. Klausner. 1996. “English.” In Singing Early Music, 
13- 38. Edited by Timothy J. McGee. Bloomington: Indiana University Press. 
3 John Christopher Smith (the elder) (1683- 1763）、 John Christopher Smith (the younger) (1712- 1795）父子。
4 John Walsh (the elder) (1665/66・1736）、 JohnWalsh (the younger) (1709- 1766）父子ら。
5 Smith父子やWalsh父子は、 へンデルの自筆譜を筆写あるいは出版する際に英誌の誤りを修正していた。
6 動詞comeの三人称単数現在形の古い形。
7 John Walsh. 1749. Handel's Songs Selected from His Latest Oratorios. 
8 Charles Jennens (1700- 1773). 
9 15～17世紀の英語に起こった長母音の発音の変化で、 長母音はみな一段ずつ高められ、 高母音である［i：］と［u：］は［ai][au］と二
重母音化された。
10 へンデ）［，はジョージ1世がハノーファ選帝侯である時から彼に仕えていた。
11 なお、 MEは中世の英語で、 中英語と呼ばれている形、 PEは現代英語のことである。
12 Weelkesの場合は時代が古いので［fi：寸という発音も考えられる。
譜例1 合唱（And the glory, the glory of the Lord主の栄光がこうして現れるのを〉
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譜例2
アリア（The trumpet shall sound and the dead shall be rais’dラッパが鳴ると、 死者は復活して
朽ちない者とされ〉 （それぞれ上段がへンデルの歌調付け。）
be raosd on-c。， － rup-t ..Ole. 
譜例3
be raos don -cor - rup-tt-ble 
アリア（Rejoice greatly, 0 daughter of Sion娘シオンよ、 大いに踊れ〉
ll I fで＼ （
譜例4
アコンパニャー卜（And lo, the angel of the Lord came upon themすると、 主の天使が近づき〉
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譜例5
アリア（I know that my Redeemer liveth私は知っている、 あなたを購う方は生きておられ〉
（上から順に、 2 回目の歌詞付け、 最初の歌詞付け、 Smith父の筆者譜、 自筆譜最後の版。）
内品社，
h， ，山・v
’‘ ’ u - • I - I -• 
el I I 、ー一一�
the first fruits of them that 
the first fruits of them__ that 
車色
ヨ謹車
三弄
翠君
主�
�益
吉司
譜例6
アリア（But Who may Abide the Day of His Comingだが、 彼の来る日に誰が身を支えうるか〉
ω 七豆二J
II －ーー圃同園田園『 • rーー『、
1"'- ..l I .-1 - I I ・ E 『 ・ a
.J ’ l I 
一 ー ー ー － ner’s \ fire. ) for 
譜例7 ・トマス・モーリー Thomas Morley (1557-1602) （東部Norwich) (Fyre, fyre) 
� 
譜 例8 ・ ト マ ス・ ウィール ク スThomas Weelkes (1576-1623) （南部Sussex) (Come, Shirrah 
Jack, Ho!) 
And some 
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譜例9 アコンパニャート（Thus saith the Lord, the Lord of Hosts万軍の主はこう言われる〉
� ( - - - -·-· - ·－��－� -五司�： . + • 勘－ -'-=-' －－－ニ＇－·－－�二王苧王百二；.. , ？ご1-f'�’!9ffF←手+-i-f'-十一ト子＋十十＋手＋＋ιzι.-I吋ι，…�－�· .� .. ，－�－ ＂＇イ守f-IFi→一円十村イこす＋＋→斗→Jゃい←由国首色喧喧喧......... ‘担申圃ー一：
山ke. ふ t'i:tde -s，同
一一一一
Jot al I 同 一 一
譜例10
アリア（Ev’ry valley shall be exsaltedすべての谷は身を起こし〉
II 品祉． ー .，，－＇・・てー『＼ ／一ー」
.J ,.. r ’ r 
ed. and ev· -ry mounぺa i n and hi I i 同de l開
-I) int.=_ � 「 バネ�ど〉会仁±ヲごてE
佐世日常読書詰キ言説ぞ器禁：デ正l
譜例11
アリア（Rejoice greatly, 0 daughter of Sion娘シオンよ、 大いに踊れ〉
重差
F，，ー，国自由『『句、豆一一 ‘ ’  ‘ ー ー － ' 
・. ＇、 4・ ・M t、 ， － ... ！、 F - - ,_ I I 
’ I,/ ,... I !.'' I I ’ ！ � I r- I 『 ＇ ' 
・ ＇ － 目 1 ・ ＇ ' ＇ ι－ 目
I ＇ 』－＝ -
Reゴoice. re-joice. re寸oice
一一一
--11·－·台…w……－－：：：…… 一円崎町·－·r山一…五一. ... .…，二三三ごい十一…………よい…照明…1否；；：：－�ご二子三三�Tおー－－· -.1 ，�ごJ平 ＋ ー一一ト一一Z一一一＿＿，.＿＿十一置一一 宇－�－－－1"ムー·－ι寸寸
';f- ’ ； ” 回� � ’ ；  γ ーー
and He shal I soeak oeace un to the hea - - then. He shat I soeak 
譜例12
アリア（The trumpet shall sound and the dead shall be rais’dラッパが鳴ると、 死者は復活して
朽ちないものとされ〉 トビンによる修正譜
.... 
- cor 
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表1
標準英語の発音変化表 （抜粋）
～1300 (ME) 1400 1500 1600 1700 1800～現在（PE)
i: (=ii) ………........……………・・ ai.. ...……・……rei.....…・・…・・・ai.......…－－－－….......……・・ai wife, mice, light, child 
o: ...…………...・M・.........……”H・H・u:...………・u...唇の子音の後……・・…・・…・・…・・”..........u much, such, judge 
。：……・……・…・・・……・…・…・…・…・・…..u: .......…・・・・・・u.........・・・・・・…・・・・……………………”...・H・………..u shook, cook, rook, look, bosom 
•• 11.. (17CにAと発音された記録があるgood, stood, hood, foot, took, wool.) 
o: .............…・・…・…・…・・・…・…・・u：……・…・・・……・…・u…“....・........・M・－－－…..A……・・・………・・……・…・…A blood, flood, glove, month 
日：……..re: ..…・…・……・…・…・・・…・…・……E：…・……・………・e：…M・M・－…・・……－…”・...ei ...………・…・…・…ei take, name, haste, away 
E：….........…・…·······…・・……・”標準e：…………………………………・……i：に乗換… i:. stream, dream, heat, sea 
E：………”.......………..........……・・e：……．短縮e (e) ……………………………・……・……e (e) dead, bread, thread 
i:r…………………………..........………….... air .......・M・－…. (reia） …………・aia……・ aia fire, desire, iron 
u: (uu) r………………………・aur......…”H・M・－－”．．．．．．．．．．．．．．．
e:r ...............................................”．．．．．．．．．．．．．．．．…・・……………………………・・Ea........……・・……・…ea bear, wear, swear, where, there 
ai<oi＞……………………・…………………ai...…………………………“ i （綴字発音） boil, join, boy, joy, voice, 
er…・....・..............…・””ar……・…・….rer...…......... re:r………・・・・・…….a:.....……・……a:..........…・・a: learn, servant, service, heard, 
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